
 

 

 

 

 

パリ・デカルト大学医学部教授による講演会を開催 

フランスの最新救急医療システムを紹介 
 

横浜市立大学は、パリ・デカルト大学ブノア・ヴィヴィエン教授を迎え、「フランスにおける病院前救

急医療システム※１～日常の救急診療から多数傷病者対応まで～」をテーマに特別講演会を開催します。 

先進的なフランスの救急医療体制及び病院前救急医療システムについて、日常診療での事例を踏まえ

てご紹介いただくとともに、2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催を控え、重要な課題とな

っている国際的な大規模イベントにおける救急・災害医療体制についてご講演いただきます。 

本イベントは、平成 27 年 1 月に本学、AP-HP（パリ公立病院連合）※２（以下、AP-HP）、横浜市の三者

が臨床・研究・教育における協力関係の構築へ向け締結した覚書に基づき開催するものです。本学は、医

師や看護師をパリに派遣し、人的交流を行うとともに災害医療分野における優れた取組みや専門知識の

共有によってより良い医療の提供を図っています。 

 

特別講演会概要 

(1) 日   時 2020年 2 月 17日（月）17時 00分～19時 00分 （受付 16時 30分開始） 

(2) 会 場 関内新井ホール （横浜市中区尾上町 1-8関内新井ビル 11F） 

(3) 定   員 200名 （参加無料） 

(4) 申   込 WEBから申込（https://www.yokohama-cu.ac.jp/news/2019/20200217seminar_APHP.html） 

(5) プログラム 

17:00～17:30 2019年度 AP-HP研修派遣報告 

17:30～19:00 講演  ※講演は英語ですが、日本語への逐次通訳あり。 

  ブノア・ヴィヴィエン 教授（パリ・デカルト大学医学部） 

「The French Prehospital EMS : from day-to-day emergencies to Mass Casualty Incident」 

（「フランスにおける病院前救急医療システム～日常の救急診療から多数傷病者対応まで～」） 

(6) 後   援 横浜市医療局 

 

＜ブノア・ヴィヴィエン教授 プロフィール＞ 

 

 

 

 

 

※１ 病院前救急医療システム 

救護要請後に早期の医療介入（救急車に医師が同乗する等）を行う特徴的な救急医療システムを指す。 

※２ AP-HP（パリ公立病院連合） 

パリ及びパリ近郊の公立病院を統括し、救急医療等を提供しているヨーロッパ最大の病院連合。 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

医学教育推進課長 竹内 紀充   Tel 045-787-2501 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

令和元年 12 月 17 日 

医 学 教 育 推 進 課 

2013 年、パリ・デカルト大学救急医学教授に就任し、複数の大学において救急医療、

災害医療、外傷治療・管理分野での医師育成に従事する。また、公立救急医療支援組

織（SAMU）パリ副本部長として、2015 年に発生したパリ同時多発テロ事件を始め、

大規模災害時における傷病者対応において重要な役割を担っている。 

当日は取材が可能です。取材をご希望の方は前日までに下記にご一報ください。 

 

修正版 
本イベントは新型コロナウイルス感染症の

影響により、中止となりました（2 / 12） 

 

中止となりました 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/news/2019/20200217seminar_APHP.html


 

参 考 

 

【AP-HPとの連携について】 

AP-HP および横浜市とは、臨床・研究・教育における協力関係の構築

を目的として平成 27 年 1月に三者での覚書を締結し、医師や看護師

の派遣研修の実施、医学生の相互派遣、講師招聘による講演会の実施

など、主に救急医療分野での連携を行っています。 

本学と横浜市が連携し、既にフランスにおける救急医療システムか

ら得られた知見を基に具体的な取り組みが展開されています。 

 

●主な取り組み 

平成 27 年 1 月 MOU 締結 

平成 27 年 4 月 協定締結を記念したパリ-横浜ジョイントフォーラムの開催 

平成 29 年 9 月 CNEH（フランス／病院環境管理局）による横浜市立大学附属市民総合医療センター視察 

平成 30 年 1 月 Pierre Carli 教授（デカルト大学救急医学教授/AP-HP 公立救急医療支援組織 SAMU パリ

本部長※当時）を招聘し、「救急・災害医療」をテーマに講演会を開催 

平成 30 年 7 月 学生交換に係る協定を別途、パリ・デカルト大学と締結し、相互交流を開始 

附属市民総合医療センター高度救命救急センターにて医学部初の交換留学生の受入れ 

 

派遣実績 （派遣先：フランス・パリ） 

平成 28 年 8 月 医師 2 名、看護師 1 名 AP-HP 関連病院での研修・視察 

平成 29 年 2 月 医学科 5 年生 2 名 AP-HP 関連病院での実習 

平成 29 年 8 月 医師 2 名、看護師 2 名 AP-HP 関連病院での研修・視察 

平成 30 年 7 月 医学科 5 年生 2 名 AP-HP 関連病院での実習 

平成 30 年 9 月 医師 2 名、看護師 2 名 AP-HP 関連病院での研修・視察 

令和元年 9 月 医師 2 名、看護師 1 名 AP-HP 関連病院での研修・視察 

 

より詳細な実績は以下の本学ホームページよりご覧いただくことができます。 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/ytog/global/action/aphp.html 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/ytog/global/action/aphp.html

